
令和４年12月26日に本田会長が磯田市長へ要望しました。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
、
世
界
で
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
よ
り
、
燃
料
価
格
が
高
騰
、
そ

の
影
響
は
日
本
で
も
歴
史
的
な
円
安
と
物

価
高
で
暮
ら
し
を
直
撃
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
で
は
知
床
観
光
船
の
沈
没

事
故
や
安
倍
元
首
相
の
銃
撃
事
件
な
ど
暗

い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
か
っ
た
一
年
で
し
た
。

　
三
年
に
及
ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

社
会
経
済
活
動
の
一
部
が
制
限
さ
れ
て
い

る
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
会
員
親

善
ゴ
ル
フ
大
会
」
や
「
会
員
研
修
旅
行
」

を
昨
年
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
先
日
三
年
ぶ
り
に
新
年
会
を

開
催
し
、
よ
う
や
く
会
員
の
皆
さ
ま
の
笑

顔
に
出
会
い
、
ほ
っ
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
建
設
業
界
に
あ
っ
て
は
、
令
和
二
年
一

月
か
ら
試
行
的
に
導
入
さ
れ
た
長
岡
市
の

『
変
動
型
最
低
制
限
価
格
制
度
』
に
つ
い

て
、
三
カ
年
に
わ
た
り
長
岡
市
と
協
議
を

重
ね
、
少
し
ず
つ
で
あ
り
ま
す
が
、
改
善

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
引
き
続
き
入
札
制
度
の
改
善

に
向
け
た
要
望
活
動
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
長
岡
市
発
注
工
事
に
対
す
る

提
出
書
類
の
簡
素
化
に
つ
い
て
も
、「
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
長
岡
市

の
関
係
課
と
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　
当
協
会
は
、
長
岡
地
域
の
安
全
・
安
心

を
守
る
「
地
域
の
守
り
手
」
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
き
ま

す
が
、
建
設
業
の
魅
力
向
上
と
持
続
性
の

確
保
に
向
け
て
、
長
岡
市
を
は
じ
め
関
係

団
体
と
一
丸
と
な
り
「
地
域
力
の
強
化
」

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

１．「普通建設事業・単独事業費」の大幅な増額について
長岡市の当初予算におきまして、平成29年度以降、「単独事
業費」は毎年減少しております。そこで、当協会員がほとん
ど受注する「単独事業費」の令和５年度の当初予算について、
大幅な増額をお願いします。

２．入札制度の「下限価格の引き上げ」について
『変動型（平均型）最低制限価格制度』が試行導入されてから、
当協会の要望に対応して毎年制度の改善を図っていただき、
感謝申し上げます。しかし、現状の「下限価格（88％）」では、
地元業者の廃業や倒産が頻発し、ひいては建設業界の衰退に
繋がりますので、下限価格の引き上げをお願いします。

要 望 書 の 骨 子
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長岡市発注工事・書類の簡素化に 
関するワーキングチーム

※�令和４年12月16日設置、複数年にわたり、簡素化について検
討する

土木部門
会社名 職　名 氏　名 備考

㈲浦瀬土建 代表取締役 中 澤 智 晴
㈱川上建業 代表取締役 川 上 佳 晃
共和土建㈱ 代表取締役 栗 林 隆 夫
しなの産業㈱ 土木部次長 池 田 　 誉
㈱多 田 組 代表取締役 多 田 博 昭 座　長

㈱星 野 組 代表取締役 星野祐一郎

建築部門
会社名 職　名 氏　名 備考

㈱池 田 組 代表取締役 池 田 明 彦
㈱大 石 組 建築部工事係長 山 本 洋 平
共榮建設㈱ 常務取締役 松 本 繁 男
㈲小室建設 代表取締役 小 室 　 功
㈱中越興業 建築部工事部長 桑 原 義 博
長岡土建工業㈱ 代表取締役 櫻 井 正 行 座　長

会員の異動について
代表者の変更

会社名 変　更　前 変　更　後 変更日

有限会社 稲田工業 稲 田 　 武 加 藤 泰 稔 令和４年
９月28日

株式会社 田 中 組 田中祐紀彦 田 中 秀 和 令和４年
11月１日

株式会社 福 田 組
中越支店 八 子 　 悟 松 井 賢 介 令和５年

１月１日

※会員数（令和５年１月15日現在）75社（正会員66社、準会員９社）

新
年
の
ご
挨
拶

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
長
岡
市
建
設
業
協
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
、
市
民
の
安

全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
て
い
た
だ

き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
左
岸
バ
イ
パ
ス
南
北
延
伸
の

事
業
を
進
め
て
お
り
、
昨
年
十
一
月
に

は
、
国
道
八
号
古
正
寺
町
西
交
差
点
か

ら
県
道
長
岡
和
島
線
ま
で
の
一
部
の
区

間
が
開
通
し
ま
し
た
。
今
後
、
全
線
開

通
す
る
こ
と
に
よ
り
、交
通
の
分
散
化
、

広
域
交
流
・
産
業
振
興
、
救
急
医
療
の

迅
速
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
の
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
全
線
の
開
通
を
目

指
し
て
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
北
陸
自
動
車
道
「
大
積
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）」
に
つ
い
て
は
、

整
備
に
向
け
測
量
調
査
・
設
計
に
着
手

し
て
お
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
と
そ

こ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
な
る
「
長
岡

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
連
絡
道
路
」
の
整
備
に

よ
り
、高
速
道
路
の
利
便
性
の
向
上
や
、

産
業
振
興
、
防
災
機
能
の
強
化
を
図
り

ま
す
。
本
年
も
、
早
期
供
用
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
道
路
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

充
実
に
よ
り
、
長
岡
市
で
は
長
岡
北
ス

マ
ー
ト
流
通
産
業
団
地
な
ど
へ
の
企
業

進
出
が
続
き
、
首
都
圏
企
業
等
の
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
設
置
や
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
民
間
拠
点
も
次
々
に

誕
生
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
今
年
七
月
、
人
材
育
成
と
産

業
振
興
の
拠
点
「
米
百
俵
プ
レ
イ
ス 

ミ
ラ
イ
エ
長
岡
」
が
先
行
オ
ー
プ
ン
を

迎
え
ま
す
。
互
尊
文
庫
を
移
転
・
拡
充

し
た「
ま
ち
な
か
図
書
館
」を
は
じ
め
、

次
世
代
を
担
う
若
者
や
起
業
家
、
経
験

豊
富
な
高
齢
者
な
ど
、
幅
広
い
世
代
が

集
い
、交
流
で
き
る
場
が
誕
生
し
ま
す
。

　
人
と
企
業
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
、
引
き
続
き
地
域
イ
ン
フ

ラ
の
着
実
な
整
備
や
維
持
管
理
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
貴
協
会
の
皆
様

の
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
健
や
か
で
実
り
多
い
年
に
な
り
ま

す
こ
と
を
祈
念
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

３年ぶり新年会
令和５年１月12日に会員57名が参加して、
新年会を長岡グランドホテルで開催しました。
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長岡市長

磯 田 達 伸



　
今
年
度
の
会
員
研
修
旅
行
は
、
十
月
十
三
日（
木
）
か
ら
十
五
日（
土
）
ま
で

の
三
日
間
、
二
十
七
名
が
参
加
し
、
一
日
目
は
「
甲
子
園
球
場
」「
阪
神
・
淡
路

大
震
災
記
念
　
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、快
晴
の
空
の
下
、「
竹
田
城
跡
」
観
光
コ
ー
ス
と
「
六
甲
最
高
峰
」

登
山
コ
ー
ス
や
「
よ
み
う
り
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
に
そ
れ
ぞ

れ
分
か
れ
て
旅
行
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
三
日
目
は
、
生
田
神
社
で
商
売
繁
盛
・
家
内
安
全
の
お
祓
い
を
受
け
、
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
体
験
と
思
い
出
に
残
る
有
意
義
な
研

修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
研
修
旅
行

会
員
研
修
旅
行

復
興
の
町  

神 

戸
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竹
田
城
跡
・
観
光

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
急
な
坂
道

や
長
い
階
段
を
登
っ
て
息
切
れ
を
起
こ

し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
頂
上
か
ら
見
た
景
色
は
絶

景
で
し
た
。
遠
く
に
あ
る
朝
来
山
な
ど
、

高
い
山
が
良
く
見
え
て
、
山
々
の
紅
葉

の
素
晴
ら
し
い
光
景
が
広
が
っ
て
い
ま

し
た
。
か
つ
て
の
城
主
が
愛
で
た
自
然

豊
か
な
情
景
は
想
像
し
て
い
た
光
景
よ

り
遥
か
に
良
か
っ
た
で
す
。

　
ま
た
、
竹
田
城
跡
を
長
年
支
え
る
石

垣
は
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
数
々
の
石

積
み
で
立
派
な
高
い
建
物
が
建
っ
て
い

ま
す
。
石
垣
の
角
は
ち
ゃ
ん
と
算
木
積

み
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
結

構
怪
し
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
石
垣
マ

ニ
ア
に
も
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
建
設
業
協
会
の
旅
行
で
、
頂

上
で
長
い
時
間
ゆ
っ
く
り
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
次
の
機
会
に
行
く
こ
と

が
あ
れ
ば
、
頂
上
で
ゆ
っ
く
り
滞
在
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
、

も
う
少
し
体
力
を
付
け
て
臨
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
共
同
土
木
㈱

�

・
数
間
亮
平
　

六
甲
最
高
峰
・
登
山

　
三
年
ぶ
り
二
回
目
の
建
設
業
協
会
研

修
登
山
コ
ー
ス
。
今
回
の
登
山
は
、
私

に
と
っ
て
前
回
の
リ
ベ
ン
ジ
で
し
た
。

　
芦
屋
川
駅
を
降
り
て
、
高
級
住
宅
街

を
抜
け
な
が
ら
の
登
山
ス
タ
ー
ト
。
途

中
、
階
段
上
り
や
岩
登
り
、
土
砂
崩
れ

に
因
る
回
り
道
な
ど
過
酷
な
箇
所
が
幾

度
と
在
り
な
が
ら
も
、
皆
さ
ん
で
休
憩

を
し
て
、
ま
た
出
発
の
繰
り
返
し
。

　
何
度
も
心
が
折
れ
そ
う
に
な
り
な
が

ら
登
頂
ま
で
の
四
時
間
、
愚
痴
が
出
そ

う
に
な
り
疲
れ
た
時
に
は
、
ご
一
緒
し

て
頂
い
た
皆
さ
ん
か
ら
鼓
舞
し
て
頂
く

こ
と
で
、
な
ん
と
か
山
頂
ま
で
行
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
山
頂
の
山
小
屋
で
飲
ん
だ
レ
モ
ン
ス

カ
ッ
シ
ュ
が
疲
れ
の
分
だ
け
美
味
し
く

感
じ
て
感
動
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、

一
時
間
半
を
か
け
て
有
馬
温
泉
に
向
け

て
下
山
。
登
山
を
し
た
後
の
、
温
泉
入

浴
の
気
持
ち
よ
さ
に
、
ま
た
感
動
。

　
六
甲
の
大
自
然
の
中
で
、
メ
ン
バ
ー

の
皆
さ
ん
と
、
同
じ
目
的
を
共
有
し
な

が
ら
、
声
を
掛
け
合
い
、
写
真
を
撮
り

合
い
が
楽
し
く
て
、
コ
ロ
ナ
渦
で
忘
れ

か
け
て
い
た
心
の
『
密
』
の
温
か
さ
を

感
じ
る
が
出
来
ま
し
た
。

　
田
中
さ
ん
、
西
脇
さ
ん
、
五
十
嵐
さ

ん
、
相
澤
さ
ん
、
間
野
さ
ん
　
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�
㈱
山
﨑
組
・
髙
田
守
　

竹
田
城
跡
・
観
光

六
甲
最
高
峰
・
登
山

生田神社にて
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